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Sustainableな社会を実現
－みんなで取り組むSDGs－

こおりやま広域圏チャレンジ「新発想」研究塾2021 SDGs班
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現状と課題

SDGsを聞いたことがあっても、取組みを実践している人は少ない
⇒取組みたいと考えている人は約５割いる

課題① ＳＤＧｓを実践する場がない
課題② ＳＤＧｓを「自分ごと化」できていない

知名度は年々向上しているが、取組みを実践している人は少ない…
• Ｑ．「ＳＤＧｓを知っていますか？」
Ａ．「聞いたことがある」

12.2％（2017年７月） → 52.7％（2020年12月）

• Ｑ．「SDGsに関する取組みを、企業や団体、または個人として行っていますか？」

Ａ．「既に取り組んでいる」 12.9％（2020年12月）
朝日新聞社（2021）「ＳＤＧｓ認知度調査 第7回報告



3

ＳＤＧｓを「体感」、「自分ごと化」！

提案① ＳＤＧｓ実践の場

⇒ＳＤＧｓ体感ツアー

提案② ＳＤＧｓを「自分ごと化」するアプリ

⇒SDGs KK Action Koriyama
Koikiken

提案
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ＳＤＧｓ体感ツアー・「自分ごと化」アプリ提案

ＳＤＧｓ実践の場がない・「自分ごと化」できない課題

ＳＤＧｓの普及・実践を通して
持続可能な広域圏に！

一人ひとりの取組が未来を変える

政策効果


